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１４・７・２８

三
鷹
市
議
会
が
開
設
す
る
ホ

U

ム
ペ
U

ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
下

記
参
照
）
は
、
「
市
議
会
の
あ

ら
ま
し
」「
皆
さ
ん
と
市
議
会
」

「
市
議
会
議
員
の
紹
介
」「
市
議

会
の
活
動
」
「
会
議
録
検
索
」

「
み
た
か
議
会
だ
よ
り
」
な
ど

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
の
「
会
議
録
検
索
」

で
は
平
成
７
年
以
降
の
本
会
議

録
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。ま
た
、

キ
U

ワ
U

ド
で
検
索
で
き
る
簡

単
検
索
と
、
キ
U

ワ
U

ド
や
発

言
者
、
会
議
名
、
文
書
名
、
期

間
の
５
項
目
か
ら
検
索
可
能
な

詳
細
検
索
も
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

本
件
も
含
め
、
議
会
だ
よ
り

第
236
号
に
関
す
る
ご
意
見
等
は

こ
ち
ら
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

三
鷹
市
議
会
事
務
局

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

44
―
０
２
４
９

第
２
回
定
例
会
に
意
見
書
３
件
、

決
議
１
件
が
提
案
さ
れ
、
意
見
書
２

件
、
決
議
１
件
が
可
決
さ
れ
た
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

Ω
青
少
年
の
健
全
育
成
法
の
制
定
を

求
め
る
意
見
書

明
日
の
社
会
を
担
う
青
少
年
の
健

全
育
成
は
、
す
べ
て
の
国
民
の
願
い

で
あ
る
。

し
か
し
、
今
日
の
青
少
年
を
取
り

巻
く
社
会
環
境
は
、
露
骨
な
性
描
写

や
残
酷
な
描
写
を
売
り
物
に
し
た
雑

誌
、
有
害
な
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
な
ど

の
氾
濫
（
は
ん
ら
ん
）、
さ
ら
に
は

情
報
通
信
技
術
の
進
展
や
テ
レ
ホ
ン

ク
ラ
ブ
等
の
新
し
い
営
業
形
態
を
出

現
さ
せ
、
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
る
。

我
が
国
に
お
い
て
青
少
年
を
有
害

環
境
か
ら
保
護
す
る
と
い
う
観
点
に

立
つ
法
令
は
「
風
俗
営
業
等
適
正
化

法
」
や
「
児
童
福
祉
法
」
等
が
あ
る
。

し
か
し
、
現
実
に
起
き
て
い
る
青
少

年
の
諸
問
題
に
対
し
て
体
系
的
、
包

括
的
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
む
し
ろ
都

道
府
県
に
お
け
る
青
少
年
保
護
育
成

条
例
に
対
す
る
補
足
的
な
機
能
し
か

有
し
て
い
な
い
現
状
で
あ
る
。
そ
う

し
た
中
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ

い
て
、
我
が
国
の
法
整
備
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政
府
に

対
し
、
早
急
に
青
少
年
健
全
育
成
の

た
め
の
法
制
定
を
す
る
よ
う
要
請
す

る
も
の
で
あ
る
。

Ω
有
事
関
連
法
案
の
徹
底
審
議
、
自

治
体
へ
の
具
体
的
説
明
を
求
め
る

意
見
書

第
154
回
通
常
国
会
で
審
議
さ
れ
て

い
る
有
事
関
連
法
案
は
、
地
方
公
共

団
体
や
住
民
の
人
権
・
生
活
に
深
く

関
わ
る
内
容
を
含
ん
で
い
る
。
し
か

し
「
武
力
攻
撃
事
態
法
案
」
に
お
け

る
『
緊
急
事
態
』『
有
事
』
の
定
義

が
極
め
て
広
く
、『
武
力
攻
撃
事
態
』

に
つ
い
て
は
、
日
本
に
対
す
る
武
力

攻
撃
の
『
恐
れ
』
や
『
予
測
さ
れ
る

場
合
』
を
含
め
て
き
わ
め
て
広
い
範

囲
を
設
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
事
態
の
定
義
が
あ
い
ま
い
の
ま
ま

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
自
治
体
に
対
し
て
具
体
的

な
説
明
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
内
閣

総
理
大
臣
が
自
治
体
の
長
の
権
限
を

越
え
て
代
執
行
で
き
る
権
限
が
盛
り

込
ま
れ
て
い
る
。

三
鷹
市
に
お
い
て
は
「
非
核
自
治

体
宣
言
」
を
行
い
、
「
平
和
条
例
」

を
制
定
し
て
お
り
、
地
方
自
治
拡
充

と
地
域
住
民
の
安
全
確
保
を
直
接
負

託
さ
れ
て
い
る
本
議
会
と
し
て
十
分

な
説
明
が
必
要
と
考
え
る
。
自
治
体

に
対
し
て
内
閣
総
理
大
臣
が
代
執
行

権
を
行
使
す
る
場
合
に
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
、
ど

の
よ
う
な
事
例
に
お
い
て
、
ど
の
よ

う
な
手
続
き
に
よ
り
執
行
さ
れ
る
の

か
、
ま
た
自
治
体
の
長
に
よ
る
住
民

の
安
全
確
保
の
た
め
の
『
意
見
の
申

し
出
』
に
つ
い
て
は
ど
の
程
度
尊
重

さ
れ
る
の
か
な
ど
、
具
体
的
な
点
に

つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
よ
う
要
請

す
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
重
要
事
項
に
つ

い
て
、
国
会
で
の
十
分
な
議
論
を
尽

く
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
自
治

体
へ
の
具
体
的
で
十
分
な
説
明
が
な

さ
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る
。

Ω
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
未
臨
界
核
実

験
実
施
に
対
す
る
抗
議
決
議

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
、
６
月
７
日

（
現
地
時
間
）
に
ネ
バ
ダ
州
の
地
下

実
験
場
で
実
施
し
た
未
臨
界
核
実
験

は
、
平
和
と
核
兵
器
廃
絶
を
願
う
す

べ
て
の
国
家
、
自
治
体
、
市
民
の
意

思
に
真
っ
向
か
ら
挑
戦
す
る
行
為
で

あ
り
、
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
惨
禍
か

ら
半
世
紀
以
上
を
経
過
し
た
今
も
な

お
、
多
数
の
被
爆
者
が
そ
の
後
遺
症

に
苦
し
ん
で
い
る
現
実
を
直
視
し
、

人
類
の
未
来
が
破
滅
の
方
向
に
向
か

う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
核
兵
器
を
廃

絶
し
、
恒
久
平
和
を
早
急
に
実
現
す

る
こ
と
が
、
わ
れ
わ
れ
に
課
せ
ら
れ

た
責
務
で
あ
る
。

今
回
の
未
臨
界
核
実
験
に
つ
い

て
、
米
国
エ
ネ
ル
ギ
U

省
は
備
蓄
核

兵
器
の
安
全
性
と
信
頼
性
を
保
つ
た

め
の
も
の
と
し
て
い
る
が
、
イ
ン

ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
両
国
間
の
緊
張
関

係
の
高
ま
る
中
で
の
実
施
だ
け
に
、

核
兵
器
を
め
ぐ
る
複
雑
な
国
際
情
勢

を
刺
激
し
、
世
界
が
目
指
す
核
軍
縮

へ
の
潮
流
を
停
滞
さ
せ
る
契
機
に
も

な
り
か
ね
な
い
。

本
年
２
月
に
イ
ギ
リ
ス
と
共
同
で

行
っ
た
実
験
に
続
き
、
ア
メ
リ
カ
合

衆
国
が
通
算
17
回
目
と
な
る
今
回
の

未
臨
界
核
実
験
を
実
施
し
た
こ
と
に

対
し
、
非
核
都
市
宣
言
を
し
て
い
る

三
鷹
市
議
会
は
、
国
際
社
会
を
深
く

失
望
さ
せ
た
未
臨
界
核
実
験
の
実
施

に
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
今
後

一
切
の
核
実
験
を
停
止
し
、
21
世
紀

を
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
紀
と
す

る
た
め
努
力
す
る
こ
と
を
強
く
要
請

す
る
も
の
で
あ
る
。

【
否
決
さ
れ
た
意
見
書
】

・
健
康
保
険
法
等
改
定
案
に
反
対
す

る
意
見
書

【
請
願
】
三
鷹
市
立
幼
稚
園
全
廃
の
方

針
の
撤
回
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
＝

三
鷹
市
立
幼
稚
園
保
護
者
交
流
会
代
表

上
野
か
よ
子
さ
ん
が
13
年
９
月
６
日
提

出
（
文
教
委
員
会
で
審
査
）

【
請
願
】「
心
身
障
害
者
施
設
緊
急
整
備

３
カ
年
計
画
」
の
延
長
・
拡
充
を
求
め

る
意
見
書
提
出
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い

て
＝
三
鷹
ひ
ま
わ
り
共
同
作
業
所
運
営

委
員
長
三
瓶
和
義
さ
ん
、
社
会
福
祉
法

人
お
お
ぞ
ら
会
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
セ
ン

タ
U

は
ば
た
け
施
設
長
三
浦
明
雄
さ

ん
、
グ
ル
U

プ
ホ
U

ム
か
み
れ
ん
世
話

人
吉
川
五
月
さ
ん
、
巣
立
ち
会
事
務
局

長
田
尾
有
樹
子
さ
ん
、
み
た
か
共
同
作

業
所
運
営
委
員
長
一
瀬
清
さ
ん
、
リ
ビ

ン
グ
ハ
ウ
ス
マ
ム
施
設
長
倉
井
和
子
さ

ん
が
14
年
２
月
27
日
提
出
（
厚
生
委
員

会
で
審
査
）

【
請
願
】
小
規
模
通
所
授
産
施
設
制
度

の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関
す

る
こ
と
に
つ
い
て
＝
三
鷹
ひ
ま
わ
り
共

同
作
業
所
運
営
委
員
長
三
瓶
和
義
さ

ん
、
社
会
福
祉
法
人
お
お
ぞ
ら
会
ア
ク

テ
ィ
ビ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

は
ば
た
け
施
設

長
三
浦
明
雄
さ
ん
、
グ
ル
U

プ
ホ
U

ム

か
み
れ
ん
世
話
人
吉
川
五
月
さ
ん
、
巣

立
ち
会
事
務
局
長
田
尾
有
樹
子
さ
ん
、

み
た
か
共
同
作
業
所
運
営
委
員
長
一
瀬

清
さ
ん
、
リ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
マ
ム
施
設

長
倉
井
和
子
さ
ん
が
14
年
２
月
27
日
提

出
（
厚
生
委
員
会
で
審
査
）

【
請
願
】
三
鷹
市
に
お
け
る
精
神
医
療

保
健
福
祉
の
充
実
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
＝
三
鷹
市
精
神
障
害
者
地
域
支
援

連
絡
会
（
み
た
か
共
同
作
業
所
運
営
委

員
長
一
瀬
清
さ
ん
、
三
鷹
ひ
ま
わ
り
共

同
作
業
所
運
営
委
員
長
三
瓶
和
義
さ

ん
、
巣
立
ち
会
代
表
栗
田
一
秋
さ
ん
、

リ
ビ
ン
グ
ハ
ウ
ス
マ
ム
運
営
委
員
長
小

泉
隆
司
さ
ん
、
グ
ル
U

プ
ホ
U

ム
か
み

れ
ん
世
話
人
吉
川
五
月
さ
ん
、
グ
ル
U

プ
ホ
U

ム
陽
だ
ま
り
荘
運
営
委
員
長
遊

佐
安
一
郎
さ
ん
、
財
団
法
人
井
之
頭
病

院
長
橋
本
元
秀
さ
ん
、
あ
お
き
会
会
長

土
屋
秀
雄
さ
ん
）
が
14
年
６
月
10
日
提

出
（
厚
生
委
員
会
で
審
査
）

【
陳
情
】
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
に
お
け
る
安

全
確
保
・
排
ガ
ス
防
止
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
＝

全
日
本
建
設
交
運
一
般
労
働
組
合
東
京

ト
ラ
ッ
ク
部
会
部
会
長
山
本
立
身
さ
ん

が
14
年
５
月
30
日
提
出

【
陳
情
】「
公
共
工
事
に
お
け
る
賃
金
等

を
確
保
す
る
条
例
」
（
公
契
約
条
例
）

制
定
に
つ
い
て
＝
東
京
土
建
一
般
労
働

組
合
三
鷹
支
部
執
行
委
員
長
橋
本
昇
さ

ん
が
14
年
６
月
７
日
提
出

【
陳
情
】
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
害
者

の
福
祉
施
設
・
在
宅
サ
U

ビ
ス
の
不
足

を
解
消
す
る
基
盤
整
備
の
充
実
を
国
に

求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
＝
全
国

福
祉
労
働
組
合
東
京
地
方
本
部
北
多
摩

第
三
支
部
田
中
秀
明
さ
ん
が
14
年
６
月

７
日
提
出

【
陳
情
】
福
祉
労
働
者
の
増
員
と
賃
金

【
請
願
】
井
の
頭
の
地

域
に
小
規
模
の
公
衆
浴

場
を
設
置
す
る
こ
と
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
＝
井
の
頭
の
地

域
内
に
公
衆
浴
場
を
設
置
す
る
こ
と
を

も
と
め
る
会
代
表
長
井
敬
さ
ん
、
石
井

達
広
さ
ん
、
伊
東
信
昭
さ
ん
ほ
か
１
千

39
人
が
14
年
６
月
20
日
提
出

【
請
願
】
墓
地
造
営
計

画
反
対
に
つ
い
て
＝
墓

地
造
営
に
反
対
す
る
会

代
表
世
話
役
人
黒
部
穣
さ
ん
ほ
か
５
千

408
人
が
14
年
６
月
10
日
提
出

（
14
年
６
月
28
日
現
在
）

・
労
働
条
件
の
改
善
、
雇
用
拡
大
を
国

に
求
め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
＝
全

国
福
祉
労
働
組
合
東
京
地
方
本
部
北
多

摩
第
三
支
部
田
中
秀
明
さ
ん
が
14
年
６

月
７
日
提
出

不
採
択
に
な
っ
た

請
　
　
　
　
　
願

議
場
配
付
に
な
っ
た

陳
　
　
　
　
　
情

た
だ
い
ま
審
査
中

意見書
決　議
意見書
決　議

市役所１階入口にある不健全図書類等回収箱

請願請願
　 陳情陳情
請願請願
　 陳情陳情
請願請願
　 陳情陳情
請願
　 陳情

委員会の開会状況

　　　総　　務

　　　文　　教

　　　厚　　生

　　　建　　設

　議会運営委員会

三鷹駅前再開発事業対策

調布基地跡地利用対策

東京外郭環状道路調査対策

三鷹市立アニメーション美術館

三鷹市基本構想審査

予算審査

決算審査

開　会　数

12

14

18

11

30

6

5

6

―

―

8

8

10

15

12

8

29

4

4

4

―

―

9

8

10

12

16

10

23

5

7

5

7

―

8

8

12

9

14

8

22

5

6

4

4

―

8

8

11

11

11

13

29

5

5

6

7

8

8

8

※　三鷹市立アニメーション美術館特別委員会は、平成13年３月29日から現在の
　名称に変更（変更前の名称は三鷹市立動画美術館（仮称）特別委員会）。

常
任
委
員
会

特
　
　
別
　
　
委
　
　
員
　
　
会

名　　　称
９年　　10年　　11年　　12年　　13年

http://www.gikai.city.mitaka.tokyo.jp

厚
　
生

委
員
会

建
　
設

委
員
会

議
会
の
委
員
会

議
会
の
委
員
会

議
会
の
委
員
会

議
会
の
委
員
会

議
会
の
委
員
会

市
議
会
に
は
、
議
会
内
部
の
機

関
と
し
て
、
本
会
議
に
お
け
る
予

備
的
審
査
、
調
査
機
関
と
し
て
、

委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

委
員
会
に
は
、
常
に
設
置
さ
れ

て
い
る
「
常
任
委
員
会
（
三
鷹
市

議
会
に
は
、
総
務
、
文
教
、
厚
生
、

建
設
の
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ

り
ま
す
）
」
、
「
議
会
運
営
委
員

会
」
と
必
要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ

る
「
特
別
委
員
会
」
が
あ
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
会
期
内
に
お
い
て
、

多
数
の
事
件
を
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
議
会
に
と
っ
て
、
委
員

会
制
度
は
不
可
欠
な
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
常
任
委
員
会
を
例

に
、
審
査
の
流
れ
と
各
委
員
会
の

開
会
状
況
を
ま
と
め
て
み
ま
し

た
。（
下
図
及
び
左
表
参
照
）
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